






























1 研究目的 

乳児期は、その成長の度合いが一生の間で最も高く、特に初めての 2ヵ月に著しい。一方、

栄養摂取の面においては、一般に 5～6ヵ月頃になると離乳食が開始され、相当部分を乳汁

以外の食品から摂取するようになる。 

この離乳食に関する指針としては、厚生省の研究班が策定した月齢別の「離乳の基本」(1980

年)があり、従来から広く活用されている。しかし、離乳食のすすみ方やその摂取量は、乳

児の活動エネルギー量に個人差や日内変動が大きく必ずしもここに示されているとおりに

展開するものではない。 

一方、親の中には、正しい情報とは思われない育児、栄養等の情報に基づき個々の乳児の

成長,・発達や離乳食の受け入れ態勢を考慮せずに離乳を早める傾向がみられる。しかも、

食品加工技術の進歩と相まって早い時期からの使用を目的としたフォローアップミルクの

開発も行われ、一部その製品が市場に流通するようになってきた。 

また、最近は離乳食がただ単に乳児の栄養補給のみに力点を置くのではなく、離乳を齟し

ゃく発達過程と位置づける考え方が重要視されるなど状況の変化もみられる。 

これらの状況をふまえ、離乳のあり方についてそのすすみ方の実態を把握し、乳幼児の行

動発達に及ぼす影響等を明らかにすることは幼児の健康確保の観点から極めて重要である

と思われる。 

このため、本研究においては離乳食の開始時期に注目し、主な食品の食べ始めた時期等を

調査し、これらの実態と親の開始時期に対する評価との差異について検討するとともに、

離乳食の開始時期のタイプ(早い・標準・遅い)別に児の行動発達について調査しその結果

の検討を試みた。 


